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Abstract 

  We examined the optimum condition of temperature in the thermoacoustic phenomena 

which turns sound into heat. As a result, we found a huge temperature change at the node 

using a straw stack in the standing wave of three times the vibration generated in a pipe 

with a diameter of seven centimeters. But according to the condition, the temperature 

variations tendency changed. 

１ 目的・仮説 

音を熱に変え、熱を音に変える熱音響現象の基本的な性質を調べ、将来は発電に応用される

と期待し、研究を行った。特に温度変化幅が最大になる条件を探った。先行研究により、定在

波の腹と節の中間で温度変化が最大になることを仮説とした。 

２ 方法 

爪楊枝・ストロー・アルミパイプ製のスタックを用意し、スピーカーを固定したパイプに入

れる。定在波ができる振動数の音を１分間流し、その前後のスタック両端の温度を測定する。 

３ 結果 

 (1) ストロー製スタックで温度

変化差が最大だった。 

 (2) ３倍振動で温度変化差が最

大で、５倍振動、基本振動で

は温度変化が0.04℃以下だっ 図1 赤外線放射温度計での測定 図2 熱電対温度計での測定 

  た。 

 (3) 温度の測定方法によって、温度変化が最大となる点が節・腹の中間であったり、節であっ

たりした。 

４ 考察 

管状であるために、空気の圧力が逃げにくい形状のストローやアルミパイプのスタックで、

温度差が大きい。熱音響現象での温度変化は、スタックでの流体の移動と圧縮・膨張による、

スタック壁との熱交換によるものと言われており、理論と合致する。より密閉性を高めた実験

で温度が下がったことも理論との一致が見られ、図２の結果が温度変化の最適条件と考える。 

５ 結論 

温度変化の最適条件は、密閉性を高めたパイプで管状スタックを用いて、３倍振動の定在波

を作る音を流した際に、定在波の節にスタックを置くことである。 
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